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第10回白鷹紅花まつり
７月10日、11日、滝野交流館を主会場に白鷹紅花まつりが開催されました。10回目を迎えた今回は、紅花染めや紅もちづ
くり、リースづくり、紅花絵はがきづくりなどの各種体験や紅花を使った食品や産直野菜の販売のほか、ピアノの演奏会
や野外彫刻展なども開かれ、多くの家族連れでにぎわいました。
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白
鷹
町
は
今
年

町
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

白
鷹
町
は
、
昭
和
29
年
10
月
１
日
、
荒
砥
町
・
蚕
桑
村
・
鮎
貝
村
・
十
王
村
・
白
鷹
村

・
東
根
村
の
１
町
５
村
が
合
併
し
、
昭
和
30
年
10
月
に
朝
日
町
の
一
部
を
編
入
し
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

高
度
成
長
、
バ
ブ
ル
景
気
と
崩
壊
、
そ
し
て
過
疎
化
の
進
行
な
ど
激
動
の
時
代
を
経
て
、

今
年
10
月
に
町
誕
生
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
先
人
た
ち
の
英
知
と
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
幾
多
の
困
難
を
乗

り
越
え
、
今
日
の
本
町
が
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
功
績
を
振
り
返
り
、

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
町
民
と
と
も
に
築
く
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
船
出
と
相
ま
っ
て
、

こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
祝
う
べ
く
白
鷹
町
誕
生
50
周
年
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

白
鷹
町
誕
生
50
周
年

記
念
事
業
概
要

記
念
事
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基
本
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針
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鷹
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白鷹町誕生50周年記念事業

～いつまでも心にきざむ～　しらたかの歌大合唱事業（校歌ＣＤ化事業）

コーラスボランティア
「白鷹の校歌をうたい隊」隊員を大募集 !!

　昨年度、白鷹町内の校歌をのこす会（代表　加藤仁一氏）が主体となり「学び舎のうた～しらたか～」が発
刊されました。（平成15年度白鷹町協働のまちづくり推進助成事業対象事業）
　統廃合により、現在はなくなってしまった小・中学校の校歌も含めた全18曲が収録されたもので、現在好評
のうちに頒布されています。（１冊1,000円）
　この事業を補完すること、また町誕生50周年記念という節目の年に、地域に根ざした学校の校歌を実際に歌
い、記録（ＣＤ）として残すことにより、貴重な文化遺産ともいうべき学校の校歌をいつまでも心にきざみ、
町民が一体となった地域づくり、まちづくりを一層推進していくことを目的として、しらたかの歌大合唱事業
（校歌ＣＤ化事業）を行います。
　現存校については、各学校にお願いして収録していきますが、現在は歌われていない旧荒砥、十王、萩野、
滝野の４つの小学校、蚕桑、鮎貝、荒砥、鷹山、東根の５つの中学校、そして白鷹町民歌を含めた合計10曲
を収録するために歌っていただくコーラスボランティア「白鷹の校歌をうたい隊」の隊員を大募集します。
　詳細については、今後設立する実行委員会で検討していきますが、われぞ！と思うかた、一緒に楽しみたい
かた、年齢・性別を問わず大募集いたします。現役の小・中・高校生も大歓迎です。ぜひふるってご協力いた
だきますようよろしくお願いします。

▼収録予定日　11月下旬ころ
▼収 録 場 所　中央公民館大ホール
▼募 集 人 員　50人
▼し め き り　８月31日（火）
＊11月下旬の収録会に向けた練習会（夜間の予定）を
　開催していきます。詳しくは、今後お知らせします。
■申込・問い合わせ　政策改革課（☎85－6123）

対象曲旧荒砥、十王、萩野、滝野の各小学校

蚕桑、鮎貝、荒砥、鷹山、東根の各中学校
白鷹町民歌計10曲
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白鷹町キャリア教育推進事業
白鷹学講座パート１

門脇厚司講演会
「子どもの社会力を育てる　大人とは地域とは

～　今　自分たちの社会力を問う　～」

　「社会力」これは講師の門脇厚司先生（東京家政学院筑波女子大学学長、元筑波大教授、立川町出身）がつくら
れた造語です。「人が人とつながって社会をつくっていく力」「今の社会をよりよい社会にしていこうと考える姿勢・
態度・意欲」と先生はおっしゃいます。「社会をつくる力」とし、「今ある社会に適応する」という「社会性」と区別
されています。
　今わたしたちが「人間愛」「親子愛」「郷土愛」そして社会の一員として役割を担うということ、自分以外にも関
心を持ち、関わろうとする意欲を持つことなどを子どもに求めるとき、わたしたち大人や地域に必要な「社会力」
とは何なのでしょう。
　門脇先生は、今の若い世代は今後さまざまに遭遇する問題に対し、自ら学び考え問題を解決する、そういう力を
もたなければならない、そのために必要な資質能力をわたしたち大人の世代がどう培っていくのかが大事だとおっ
しゃいます。
　このまちの地域づくりを考えるとき、子どもたちは大切な宝です。その大切な子どもたちに自信を持ってわたし
たちの「社会力」を教え、このまちの未来を託しましょう。
　ぜひ、お話をお聞きし自分たちが今何ができるのか、一緒に考えてみませんか。

▼定　員　200人

▼入場整理券　入場は無料ですが、入場整理券が必要です。

▼入場整理券取り扱い

　白鷹町教育委員会、中央公民館、各地区公民館、パワーセンター白鷹

▼主　催　白鷹学企画委員会／白鷹町教育委員会

▼共　催　白鷹町ＰＴＡ連絡協議会／山形県立荒砥高等学校を考える会

■問い合わせ　教育委員会生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

日時　９月６日（月）夜７時30分から（７時開場）
会場　パワーセンター白鷹

風しんに注意！
妊婦さんの風しんを予防しましょう！

　今年になり風しんが流行しています。風しんは妊娠中（特に初期）にかかると、赤ちゃんに「先天性風し
ん症候群」と呼ばれる障害が起きる可能性があり注意が必要です。
　そこで、風しんにかかったことがなく、風しんワクチンを受けていないかた及び不明のかたは、男女を問
わず接種することをお勧めします。全国的に昭和54年４月２日から昭和62年10月１日生まれの男女（白鷹町
では昭和54年４月２日から昭和56年４月１日生まれの男性が該当）と昭和54年以前に生まれた男性は接種率
の低いことがわかっています。風しんにかかった夫（男性）から風しんが広がる可能性もありますので、男
性のかたも注意が必要です。
　予防接種を希望される場合は、生後12カ月以上90カ月未満のお子さん以外は、予防接種法に基づかない任
意の接種となるために有料となることをご了解ください。
　注意点として、女性は妊娠中の予防接種はできません。また接種後２カ月間の避妊が必要です。妊娠中の
接種を避けるためには生理直後に接種することをお勧めします。注意点などは、受診した医療機関ともよく
ご相談ください。

■問い合わせ　健康福祉課健康推進係（☎86－0210）
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分譲地見取図

残り１区
画 !!

●
会
の
名
前
の
由
来
は
？

　

「
も
ぐ
さ
」
摘
み
を
し
て
い
た

こ
ろ（
５
月
ご
ろ
）に
結
成
し
た
の

が
き
っ
か
け
。
町
内
の
婦
人
部
活

動
か
ら
発
展
し
て
、
週
１
回
気
軽

に
集
ま
れ
る
会
に
し
よ
う
と
結
成

し
、
今
年
で
３
年
目
に
な
り
ま
す
。

毎
週
木
曜
日
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
会
員
数
は
？

　

い
つ
も
集
ま
る
メ
ン
バ
ー
は
現

在
12
人
で
す
。
宝
前
町
の
か
た
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

焼
き
物
体
験
し
た
り
、
郷
土
料

理
を
つ
く
っ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自

分
の
得
意
分
野
を
教
え
合
っ
て
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
自
分
た
ち
で

つ
く
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
つ

く
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

活
動
し
て
い
る
と
、
会
員
の
み

ん
な
か
ら
い
ろ
ん
な
い
い
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
残

し
て
お
き
た
い
と
思
っ
た
の
が
き

っ
か
け
。
宝
前
町
は
、
県
外
か
ら

来
た
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の

た
め
白
鷹
を
外
か
ら
見
る
こ
と
の

で
き
る
人
た
ち
ば
か
り
だ
か
ら
こ

そ
、
中
に
い
て
は
あ
ま
り
見
え
な

い
役
に
立

つ
、
楽
し

い
情
報
を

発
信
す
る

こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
今
後
、

ど
う
い
う

会
に
し
て

い
き
た
い
で
す
か
？

　

宝
前
町
の
仲
間
が
和
気
あ
い
あ

い
と
や
っ
て
い
け
る
会
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
長
く
続
け
る
秘

訣
は
、と
に
か
く
楽
し
く
、制
約
を

設
け
な
い
こ
と
で
す
。
引
っ
越
し

て
き
て
既
存
の
町
内
に
溶
け
込
む

と
い
う
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、

こ
う
や
っ
て
集
ま
れ
る
の
は
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の
特
色
で
し
ょ
う
ね
。

●
最
後
に
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
来

て
み
て
い
か
が
で
す
か
？

　

眺
め
も
い
い
し
、
悪
し
き
し
き

た
り
が
な
く
、
馴
染
み
や
す
く
、

風
流
な
暮
ら
し
が
で
き
る
と
こ
ろ

で
す
。
み
ん
な
仲
が
い
い
し
、
な

ん
で
も
み
ん
な
で
相
談
し
な
が
ら

や
っ
て
い
く
町
内
で
す
。
永
く
住

む
に
は
、
マ
イ
ナ
ス
よ
り
プ
ラ
ス

の
面
が
多
く
、〝
め
っ
け
も
ん
〞
だ

と
思
い
ま
す
。
一
度
見
に
来
て
く

だ
さ
い
。

■
よ
も
ぎ
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

http://houzen.chu.jp/
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４年　50m　平泳ぎ
1 梅津　沙織 鷹山 57”56

４年　50m　バタフライ
1 舩山　里穂 東根 55”65
2 川村　智聡 荒砥 1’08”05

４年　50m　背泳ぎ
1 佐藤　優香 東根 58”58
2 佐藤　真帆 鮎貝 1’00”45
3 川村　智聡 荒砥 1’07”35

５年　50m　自由形
1 佐藤　花帆 荒砥 40”47
2 梅津　亜紀 東根 40”96
3 小形　聡美 荒砥 42”16

５年　100m　自由形
1 佐藤　詩織 蚕桑 1’46”06
2 佐藤　惠美 蚕桑 1’50”40
3 神居　幸恵 鮎貝 1’51”41

５年　50m　平泳ぎ
1 梅津　亜紀 東根 51”25
2 安部珠央莉 荒砥 54”35
3 小口　幸恵 蚕桑 56”27

５年　100m　平泳ぎ
1 神居　幸恵 鮎貝 1’59”40
2 船山由希乃 蚕桑 2’08”86
3 小口　絢音 鮎貝 2’10”06

５年　50m　バタフライ
1 小口　幸恵 蚕桑 49”60
2 工藤　美紀 東根 56”79

５年　50m　背泳ぎ
1 菅間　美紅 東根 57”53
2 鈴木　聡美 東根 1’00”49
3 奥山　芽衣 荒砥 1’05”10
５年　100m　個人メドレー

1 工藤　美紀 東根 2’06”22
2 五十嵐安世 蚕桑 2’20”82

６年　50m　自由形
1 鈴木　慶子 鮎貝 33”13
2 布施　　唯 中山 40”86
3 佐藤　真未 東根 40”90

６年　100m　自由形
1 鈴木　慶子 鮎貝 1’12”49
2 佐藤　真未 東根 1’30”97
3 布施　　唯 中山 1’33”18

６年　50m　平泳ぎ
1 吉田有亜紗 荒砥 51”99
2 小口花寿美 蚕桑 52”52
3 吉田　詩織 東根 52”58

６年　50m　バタフライ
1 吉田有亜紗 荒砥 48”91
2 新野　舞子 東根 52”05
3 小口花寿美 蚕桑 56”35

６年　50m　背泳ぎ
1 金田　早知 蚕桑 50”86
2 新野沙也加 荒砥 55”11
3 菅原　　望 東根 55”85
６年　100m　個人メドレー

1 海老名　穂 鮎貝 1’45”56
2 吉田　詩織 東根 1’46”17
3 新野　舞子 東根 1’49”40

200m　メドレーリレー
1 鮎貝小学校 3’04”42
2 東根小学校 3’08”28
3 荒砥小学校 3’22”59

200m　フリーリレー
1 鮎貝小学校 2’37”89
2 東根小学校 2’38”76
3 荒砥小学校 2’52”59

中学校・男子
順位　　氏　   　　　名　　タイム

50m　自由形
1 安孫子翔太 西中 33”65
2 本木　　諒 西中 33”72
3 工藤　貴徳 東中 35”10

100m　自由形
1 青木　大智 東中 1’09”72
2 舩山　達郎 東中 1’18”46
3 竹田　雄大 東中 1’20”90

50m　平泳ぎ
1 鈴木　貴文 東中 40”51
2 片倉　拓朗 西中 43”11
3 迎田　健太 西中 50”06

100m　平泳ぎ
1 小形　峰樹 東中 1’13”66
2 丸川裕太郎 西中 1’45”34

50m　バタフライ
1 本木　　諒 西中 36”13
2 青木　大智 東中 36”69
3 新野　　航 東中 37”08

100m　バタフライ
1 新野　　航 東中 1’22”18
2 梅津　陽太 東中 1’30”12

50m　背泳ぎ
1 岩崎　翔太 東中 38”36
2 金田　自由 西中 43”21
3 渡部　　透 西中 44”87

100m　背泳ぎ
1 岩崎　翔太 東中 1’20”06

100m　個人メドレー
1 小形　峰樹 東中 1’08”45
2 鈴木　貴文 東中 1’18”14
3 工藤　貴徳 東中 1’24”57

200m　メドレーリレー
1 東中学校Ａ 2’19”30
2 東中学校Ｂ 2’37”04
3 西中学校Ａ 2’46”94

200m　フリーリレー
1 東中学校Ａ 2’03”15
2 東中学校Ｂ 2’17”71
3 西中学校Ａ 2’19”42

中学校・女子
順位　　氏　   　　　名　　タイム

50m　自由形
1 安部　瑞穂 西中 37”21
2 梅津香奈恵 西中 37”79
3 小口　　歩 西中 38”17

100m　自由形
1 川部沙耶香 東中 1’24”63
2 安達　裕美 東中 1’26”66
3 金田　未紀 西中 1’34”52

50m　平泳ぎ
1 中川　幸恵 西中 46”64

100m　平泳ぎ
1 中川　幸恵 西中 1’40”69

50m　バタフライ
1 稲葉美由希 西中 44”40
2 鈴木　千佳 西中 45”86
3 中川　葉月 西中 46”38

50m　背泳ぎ
1 中村　麻耶 西中 44”60
2 金田　未来 西中 53”88
3 小口　夏生 西中 1’13”74

100m　個人メドレー
1 川部沙耶香 東中 1’44”90

200m　メドレーリレー
1 西中学校Ａ 3’01”56
2 西中学校Ｂ 3’03”79

200m　フリーリレー
1 西中学校Ｂ 2’34”48
2 西中学校Ａ 2’37”67

高等学校・男子
順位　　氏　   　　　名　　タイム

50m　自由形
1 小関　　見 長井高 27”34
2 鈴木　達弥 長井工 29”09
3 小形　匠善 長井工 29”94

100m　自由形
1 小関　　見 長井高 57”92
2 鈴木　達弥 長井工 1’03”65
3 小形　匠善 長井工 1’04”00

50m　平泳ぎ
1 鈴木　達弥 長井工 40”82

50m　バタフライ
1 小関　　見 長井高 28”15
2 鈴木　達弥 長井工 30”89
3 小形　匠善 長井工 33”09

100m　バタフライ
1 小関　　見 長井高 1’03”24

50m　背泳ぎ
1 小形　匠善 長井工 32”45

100m　背泳ぎ
1 小形　匠善 長井工 1’09”82

200m　メドレーリレー
1 白鷹東ＯＢ 2’19”61

200m　フリーリレー
1 白鷹東ＯＢ 1’58”70
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小学校・男子
順位　　氏　   　　　名　　タイム

３年　50m　自由形
1 丸川賢太郎 蚕桑 43”15
2 高橋　尚貴 蚕桑 49”34
3 長谷部　諒 蚕桑 54”94

３年　50m　平泳ぎ
1 丸川賢太郎 蚕桑 54”75
2 新野　悠人 東根 1’09”20
3 寒河江大作 蚕桑 1’09”81

３年　50m　バタフライ
1 長谷部　諒 蚕桑 1’03”58

３年　50m　背泳ぎ
1 金田　　同 蚕桑 1’14”77
2 新野　　翔 東根 1’21”64

４年　50m　自由形
1 安達　信幸 荒砥 43”38
2 高橋　宏充 東根 47”24
3 児玉　聡太 蚕桑 51”22

４年　50m　平泳ぎ
1 児玉　聡太 蚕桑 58”40
2 漆山　健太 荒砥 59”35
3 迎田　　泰 鮎貝 1’00”49

４年　50m　バタフライ
1 安達　信幸 荒砥 58”05

４年　50m　背泳ぎ
1 高橋　祐太 東根 56”46
2 岡野　　陸 東根 1’10”98
3 安孫子拓郎 蚕桑 1’21”50

５年　50m　自由形
1 奥山　貴晶 荒砥 42”97
2 菅原　　晃 東根 43”63
3 黒沼　健人 東根 44”84

５年　100m　自由形
1 紺野　圭汰 鷹山 1’48”72
2 渡部昌太郎 蚕桑 1’48”75

3 児玉　展明 蚕桑 2’01”18
５年　50m　平泳ぎ

1 澤浦　将光 荒砥 48”60
2 奥山　貴晶 荒砥 49”87
3 新宮　大史 荒砥 50”62

５年　100m　平泳ぎ
1 五十嵐大輔 蚕桑 1’57”62
2 赤間宏太郎 鮎貝 1’58”92
3 岩崎　　翔 荒砥 2’07”67

５年　50m　バタフライ
1 斎藤　　蓮 東根 1’08”75
2 土屋　遊生 鮎貝 1’16”91

５年　50m　背泳ぎ
1 梅津　哲弥 鷹山 52”46
2 鈴木　　悟 東根 1’02”19
3 迎田　俊将 東根 1’05”88

５年　100m　背泳ぎ
1 梅津　哲弥 鷹山 2’03”97
５年　100m　個人メドレー

1 澤浦　将光 荒砥 1’32”61
2 赤間宏太郎 鮎貝 2’28”18

６年　50m　自由形
1 竹田　琢也 鮎貝 33”04
2 樋口　　峻 鮎貝 38”22
3 松木　光寿 荒砥 38”64

６年　100m　自由形
1 児玉真乃介 蚕桑 1’14”40
2 樋口　　峻 鮎貝 1’33”80
3 樋口　大樹 鮎貝 1’34”13

６年　50m　平泳ぎ
1 菊地　政孝 東根 45”90
2 菅　　慎吾 東根 48”52
3 鈴木　　拓 蚕桑 50”15

６年　100m　平泳ぎ
1 菊地　政孝 東根 1’37”79
2 菅　　慎吾 東根 1’43”85

3 高橋　一昭 東根 1’50”87
６年　50m　バタフライ

1 吉村　亮祐 蚕桑 42”88
2 衣袋　和樹 東根 45”28
3 小口　真典 鮎貝 46”30

６年　50m　背泳ぎ
1 大瀧　大輝 蚕桑 53”70
2 芳賀　　啓 鮎貝 54”31

６年　100m　背泳ぎ
1 芳賀　　啓 鮎貝 2’00”23
６年　100m　個人メドレー

1 児玉真乃介 蚕桑 1’25”92
2 竹田　琢也 鮎貝 1’31”56

200m　メドレーリレー
1 蚕桑小学校 2’54”85
2 荒砥小学校 2’56”46
3 東根小学校 2’57”65

200m　フリーリレー
1 鮎貝小学校 2’33”48
2 東根小学校 2’38”44
3 蚕桑小学校 2’38”98

小学校・女子
順位　　氏　   　　　名　　タイム

３年　50m　自由形
1 菅間　結衣 東根 51”88
2 丸川あすみ 蚕桑 56”79
3 江口　実沙 鮎貝 1’00”47

３年　50m　背泳ぎ
1 菅間　結衣 東根 1’11”18
2 迎田　里佳 鮎貝 1’13”52
3 中野　那奈 鮎貝 1’20”60

４年　50m　自由形
1 舩山　里穂 東根 47”08
2 佐藤　芳美 中山 47”21
3 吉田　加奈 東根 47”23

第41回白鷹町小中学校及び町民水泳大会
７/28　稲荷ヶ丘町民プール（ は大会新記録　各３位まで掲載）
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　武田先生は米沢市出身。専門は外科で、
県立中央病院から赴任されました。「白鷹町
には生後３カ月の長女と妻の３人で引っ越
してきました。こちらにお世話になってか
ら２カ月になりますが、町立病院を初めて
見たときの印象は、きれいな病院だなあと
思いました。町民の皆さんの健康を守るた
めに精一杯働かせていただきます。外来日
は金曜日ですので、お気軽に受診してくだ
さい。」

健
康
�
守
�
�
手
伝
�
�
�
�
�

町
立
病
院
�
外
科
�
武
田
真
一
先
生
�
着
任

　７月25日、健康福祉センターすこやかホ
ールで、小・中・高校生によるワークショッ
プが開かれました。これは、次の世代を担
う子どもが健やかに生まれ、かつ育成され
ることを目的とした「白鷹町次世代育成支
援計画」を作成するにあたり、子どもたち
から町や将来に対する考えや意見をいただ
くために開催されたもの。当日は約30人が
参加し、「大人になっても住みたい町・白鷹」
をテーマに活発な意見が出されていました。

大
人
�
�
�
�
�
住
�
�
�
町
�
考
�
�
�
�
�

子
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　７月26日、釜の越農村公園において、釜
の越桜チャリティ河口恭吾「桜」ライブの
収益金贈呈式が行われ、釜の越桜保存会に
112万円が贈られました。４月に開催された
ライブには約1200人が集い、町内外の49社
にご協賛いただきました。贈呈式では、ラ
イブ実行委員長の黒澤利朗町観光協会長か
ら児玉義明釜の越桜保存会長に目録が手渡
されました。贈られた善意は、植物活力剤
の購入などの保存活動経費に充てられます。

多
�
�
人
�
�
�
思
�
�
結
集

釜
�
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桜
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�
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�
�
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�
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金
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呈
式

　７月１日から病院事業と訪問看護ステー
ション事業が、地方公営企業法の全部適用
（全適）に移行しました。これにより、新
たに設置される病院事業管理者に対して町
長の権限が大幅に移譲され、病院や訪問看
護ステーションの経営が管理者の裁量で機
動的かつ弾力的に行われる反面、その経営
に対する責任も伴ってきます。
　この病院事業管理者として、町立病院の
高橋一二三院長が就任されました。

病
院
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守
谷
さ
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63
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績
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　８月４日、ハーモニープラザとその周
辺において、世代間交流交通安全教室が開
かれました。これは、世代間での相互学習
の有効性を生かし、年代を問わず気をつけ
合い声をかけ合い、地域ぐるみで交通事故
を防止しようと交通安全母の会が実施した
もので、置賜地区では初の試み。当日は、
鮎貝地区の幼児とその祖父母やお年寄り約
200人が参加し、道路横断と歩行の実践教室
や寸劇などで交通安全を学びました。

地
域
�
�
�
�
交
通
事
故
�
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止
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世
代
間
交
流
交
通
安
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教
室

　福岡市で開かれた「第53回全国農業コン
クール」において、農事組合法人「サンフ
ァームしらたか」が優秀賞を受賞されまし
た。当法人は、平成10年１月に農業生産法
人を設立、組合員６人が役割を分担し力を
あわせて「経営」をしています。水稲を柱に
周年農業を実現していることや地域の担い
手組織として信頼を得ていることなどが評
価され、このたびの受賞となりました。
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）
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日
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今
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賜
３
市
５
町

が
協
力
し
、県
内
各
地
区
よ
り
、の

べ
３
７
０
人
の
体
育
指
導
委
員
を

迎
え
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
の
な
か
で
は
、
今
年

度
の
山
形
県
体
育
指
導
委
員
協
議

会
表
彰
が
行
わ
れ
、
県
内
66
人
の

か
た
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
鷹
町
体
育
指
導
委
員
会
か
ら

は
、加
藤
秀
人
さ
ん
（
荒
砥
地
区
）、

田
中
伸
一
さ
ん
（
東
根
地
区
）、

古
瀬
敏
弘
さ
ん
（
蚕
桑
地
区
）、

赤
間
敏
明
さ
ん
（
鮎
貝
地
区
）
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
に
引
き
続
き
、
松
馨

館（
し
ょ
う
せ
い
か
ん
）主
宰
の
甲

野
善
紀
さ
ん
よ
り
「
す
べ
て
の
ス

ポ
ー
ツ
に
通
ず
る
身
体
操
法
」
を

演
題
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

他
流
儀
や
異
分
野
と
の
交
流
を
通

し
て
、
現
在
で
は
失
わ
れ
た
精
妙

な
古
伝
の
術
理
を
探
求
な
さ
れ
て

い
る
実
績
と
、「
ひ
ね
ら
な
い
・
う

ね
ら
な
い
・
タ
メ
な
い
」
と
い
う

独
自
の
技
法
と
理
論
に
基
づ
い
て
、

実
際
に
実
技
を
取
り
入
れ
な
が
ら

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
に
続
い
て
は
、
山
形
県
教

育
庁
の
鈴
木
剛
一
さ
ん
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
県
内
各
地
区
の

体
育
指
導
委
員
を
パ
ネ
ラ
ー
と
し

て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

と
体
育
指
導
委
員
の
役
割
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会

場
参
加
者
か
ら
も
多
数
意
見
が
出

さ
れ
、
各
地
区
の
体
育
指
導
委
員

が
主
体
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
な

か
、
苦
労
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
を

お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後

の
活
動
に
大
い
に
参
考
に
な
る
も

の
で
し
た
。

　

研
究
大
会
第
２
日
目
に
は
、
ビ

ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
、
ト
ス
ボ
ー

ル
、
デ
ジ
タ
ル
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
実
技
研
修
が
行
わ
れ
、

残
念
な
が
ら
参
加
人
数
の
関
係
で
、

白
鷹
町
か
ら
は
デ
ジ
タ
ル
ス
ポ
ー

ツ
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
、
ト
ス
ボ

ー
ル
の
２
種
目
に
分
か
れ
て
参
加

し
、
実
技
指
導
や
試
合
形
式
の
研

修
の
中
で
、
両
種
目
と
も
子
ど
も

か
ら
年
配
の
か
た
ま
で
参
加
可
能

な
種
目
と
し
て
、
白
鷹
町
に
お
い

て
も
ぜ
ひ
普
及
活
動
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
い
う
感
想
を
持
ち
ま
し

た
。
白
鷹
町
体
育
指
導
委
員
会
で

は
、
今
回
の
研
究
大
会
へ
の
参
加

経
験
を
十
分
に
生
か
し
て
、
地
区

と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
こ

れ
ら
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に

努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

白
鷹
町
体
育
指
導
委
員
会　

研
修
部
長　

細
谷　

重
彦
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長
井
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
の
直
接
搬

入
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
７
月

か
ら
は
、
料
金
精
算
所
を
３
階
か

ら
１
階
に
移
設
し
、
わ
か
り
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
ご
み
の
受
付
方
法
や
受

付
時
間
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

環
境
�
�
�
�

直
接
搬
入
�
�
�
�
�
�

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

元気に子育てができる暮らし!!
今月のテーマ

働き盛りの健康で豊かな暮らしのためには、元気に子育てがで
きることが大切です。夫婦で子育てについて話し合うことや、
家族だけでなく近所や地域の子育て支援も重要です。

そのためには、どうすればよいのでしょう。

今年の６月に第３子が誕生した元気に子育てをしている石井さんご家族（荒砥）にインタビュー！
質 問 ①　子育てをしていて、「うれしかったこと」「困ったこと」は何ですか？
お母さん　子どもが３人いるのでいつもにぎやかですが、子どもが一人でも具
　合が悪くなると、家族みんなに元気がなくなります。子どもが新しいことが

　できるようになったりすると、うれしくて家族みんながハッピーになります。

質 問 ②　元気に子育てをするための秘訣は何だと思いますか？
お母さん　うちは、家族みんなが働いているので、よく話合い、互いに時間を
　融通して子育てをしています。仕事と子育てを上手に両立すると、子育ての

　ストレスを仕事で、仕事のストレスを子育てで発散できるように感じます。

　また、用事がある時は近所の人や親戚に子どもを預ってもらえるのが本当に

　ありがたいと思っています。これからも、心身にゆとりを持ちながら、元気

　に子育てをしていきたいと思います。

毎日が忙しい働き盛りの皆さん。

　ゆとりを持っていきいきと子育てができる健康な

　暮らしを目指して！

●子育てについて、家族・地域・行政で話合いましょう。
●子育て支援サービスを活用しましょう。
●子育てに、地域の力を借りましょう。

募集しま～す！

＊充実した元気な暮らしをしているお年寄り

＊いっぱい遊んで元気に育っている子どもたち

そんな元気ニコニコのかたの情報を募集しています。
自薦、他薦は問いません。

こちらまで、情報をお寄せください。
健康福祉課健康推進係（☎86－0210）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ15年　Ｈ22年（目標値）
子育て支援事業を知っている　　　　　　　36.2％　→　70.0％
近所の子どもたちの顔や名前を知っている　57.8％　→　70.0％

〈元気に子育てをしている
石井さんご家族〉

▼
受
け
入
れ
条
件

運
搬
車
輌
が
２
㌧
以
下
の
ト
ラ
ッ

ク
、
ダ
ン
プ
車

▼
受
付
時
間　

平
日
の
午
前
９
時
〜
昼
12
時
、

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
搬
入
で
き
る
も
の　

木
材
（
長
さ
２
㍍
太
さ
20
㌢
以
内

の
も
の
）、
布
団
、
畳
、
コ
ッ
プ
、

バ
ケ
ツ
、
お
も
ち
ゃ
、
な
べ
、
や

か
ん
、
机
、
扇
風
機
な
ど
の
家
庭

ご
み

▼
搬
入
で
き
な
い
も
の

農
機
具
、
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、
ガ

ソ
リ
ン
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
類
、
テ

レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
、
タ
イ
ヤ
な
ど

▼
料
金　

10
㌔
に
つ
き
１
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

　

長
井
ク
リ
�
ン
セ
ン
タ
�

�
☎
84

－

６
９
１
１
�

　

町
民
課
く
ら
し
・
環
境
推
進
係

�
☎
85

－

６
１
３
１
�

▼

長
井
ク
リ
�
ン
セ
ン
タ
�

料
金
支
払
所
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夏
の
甲
子
園
予
選

　

先
日
18
日
に
米
沢
市
営
球
場
を

会
場
に
甲
子
園
地
区
予
選
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
３
年
生
に
と
っ
て
は
、

最
後
の
大
会
に
な
る
の
で
、
練
習

に
も
力
を
入
れ
て
が
ん
ば
っ
て
き

ま
し
た
。
今
年
も
全
校
生
で
応
援

に
行
き
ま
し
た
。

　

初
戦
の
相
手
は
寒
河
江
工
業
高

校
。
１
回
表
、
寒
河
江
工
に
１
点

を
先
制
さ
れ
、
そ
の
裏
、
荒
砥
の

攻
撃
で
は
ヒ
ッ
ト
は
で
る
も
の
の

う
ま
く
点
数
に
結
び
つ
か
ず
、
３

回
表
、
寒
河
江
工
の
攻
撃
で
３
点

を
追
加
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

回
が
ま
わ
っ
て
も
寒
河
江
工
の
堅

い
守
備
に
点
数
を
稼
ぐ
こ
と
が
で

き
ず
、
リ
ー
ド
さ
れ
る
中
、
応
援

の
方
は
相
手
に
勝
る
大
声
援
。
グ

ラ
ン
ド
の
外
に
ま
で
響
く
く
ら
い

ス
タ
ン
ド
は
盛

り
上
が
り
、
大

変
な
熱
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、

５
回
表
に
も
５

点
を
失
い
、
結

果
は
０
対
９

の
７
回
コ
ー

ル
ド
で
し
た
。

　

試
合
は
負

け
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、

選
手
、
応
援

し
た
生
徒
た
ち
の
が
ん
ば
り
は
優

勝
に
等
し
い
と
思
い
ま
す
。
３
年

生
の
選
手
は
本
当
に
お
つ
か
れ
様

で
し
た
。

　

さ
て
、
話
は
変
わ
り
８
月
に
入

り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
３
年
生
は

就
職
・
進
学
に
向
け
本
格
的
に
動

い
て
い
ま
す
。
求
人
票
も
多
数
届

い
て
お
り
、
進
路
指
導
室
へ
の
生

徒
の
出
入
り
が
多
く
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
進
学
で

は
、
専
門
学
校
等
の
願
書
受
付
が

９
月
〜
10
月
に
か
け
て
始
ま
り
ま

す
。
３
年
生
は
試
験
・
面
接
な
ど
、

こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で
す
。
進
路

決
定
を
目
指
し
て
さ
ら
に
が
ん
ば

り
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
、

み
ん
な
の
い
い
報
告
を
聞
け
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

�
生
徒
会
広
報
委
員
長　

金
田
雄
太
�

お
ら
ほ
の
食
材

生
産
者
訪
問

プ
チ
ト
マ
ト
生
産
者

紺
野
伊
久
雄
さ
ん
�
畔
藤
�

　

７
月
１
日
、
東
根
地
区
の
畔
藤

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

目
の
前
に
は
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
が
い
く
つ
も
立
ち
並
び
、

明
日
の
給
食
に
つ
く
プ
チ
ト
マ
ト

が
赤
い
宝
石
の
よ
う
に
つ
や
つ
や

光
っ
て
、
た
わ
わ
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

い
つ
も
給
食
に
出
て
い
る
、「
甘

み
」
と
「
う
ま
み
」
と
「
こ
く
」

が
大
評
判
の
プ
チ
ト
マ
ト
の
生
産

者
、
紺
野
さ
ん
に
突
撃（
？
）取
材

で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
お
じ
ゃ
ま

し
ま
し
た
。 　
　
　
　
　
　
　

 

　

か
わ
い
い
プ
チ
ト
マ
ト
を
つ
く

っ
て
る
人
っ
て
ど
ん
な
人
か
な
？

赤
い
ほ
っ
ぺ
の
ト
マ
ト
顔
？
な
ど

と
い
ら
ぬ
想
像
を
め
ぐ
ら
し
、
立

ち
並
ぶ
ハ
ウ
ス
の
中
を
進
む
と
、

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
は
、
背
の
高
い
、

が
っ
ち
り
系
の
か
た
で
し
た
。　

　

紺
野
さ
ん
は
、
全
国
で
も
い
ち

早
く
プ
チ
ト
マ
ト
作
り
に
取
り
組

み
、
有
機
肥
料
で
土
作
り
を
大
切

に
し『
う
ん
ま
く
な
れ
よ
〜
』と
語

り
か
け
、
手
を
か
け
愛
情
を
込
め

て
日
々
つ
く
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す

太
陽
の
光
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
て
、

お
い
し
さ
を
増
す
わ
け
で
す
が
、

捻
枝（
ね
ん
し
）と
い
う
技
術
が
あ

る
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
プ
チ
ト

マ
ト
す
べ
て
に
太
陽
の
光
が
当
た

る
よ
う
に
、
茎
や
実
を
動
か
し
て

や
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
手
を
か

け
る
部
分
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。

　

大
昔
、
こ
の
辺
り
は
最
上
川
が

流
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
川
の
水

が
山
の
落
ち
葉
や
土
を
運
び
、
長

い
年
月
を
か
け
堆
積
し
土
地
が
で

き
た
地
区
な
の
で
、
栄
養
豊
富
な

土
の
恵
み
を
受
け
て
い
る
の
で
す
。

東
根
地
区
の
農
産
物
が
豊
富
な
の

も
う
な
づ
け
ま
す
。

　

プ
チ
ト
マ
ト
も
そ
の
恩
恵
を
う

け
、
さ
ら
に
紺
野
さ
ん
の
土
の
栄

養
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
た
育
て

方
で
、
甘
く
、
こ
く
の
あ
る
プ
チ

ト
マ
ト
が
い
た
だ
け
る
の
で
す
ね
。

　

こ
の
土
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
、
ど

ん
な
も
の
？
と
聞
く
と
、
な
ん
と

人
間
と
同
じ
な
の
で
す
！
う
ま
み

と
こ
く
を
出
す
に
は
ミ
ネ
ラ
ル
が

必
要
と
の
こ
と
。
鉄
・
亜
鉛
・
マ
ン

ガ
ン
等
々
。
人
間
も
こ
れ
ら
の
ミ

ネ
ラ
ル
類
は
大
き
な
役
割
を
持
ち
、

健
康
で
生
き
て
い
く
う
え
で
大
切

な
栄
養
素
。
給
食
の
プ
チ
ト
マ
ト

は
ミ
ネ
ラ
ル
類
が
た
っ
ぷ
り
は
い

っ
て
い
る
ト
マ
ト
な
ん
で
す
ね
。

　

大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中

で
は
、
地
域
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お

母
さ
ん
た
ち
が
汗
を
か
き
な
が
ら

収
穫
の
真
っ
最
中
で
し
た
。
大
き

さ
の
選
別
を
し
て
２
日
の
給
食
用

に
３
３
７
０
個
の
準
備
で
す
。

　

白
鷹
町
の
子
ど
も
た
ち
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
と
お
願
い
す
る
と
、「
愛

情
込
め
て
作
っ
た
も
の
を
、
お
い

し
く
食
べ
て
も
ら
え
る
の
は
う
れ

し
い
な
あ
」
と
真
っ
黒
に
日
焼
け

し
た
、
大
き
な
体
で
う
れ
し
そ
う

に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

（
学
校
給
食
共
同
調
理
場　

栄
養
士　

山
口
）
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佳
作　

盆
栽
も
年
ご
と
軽
い
も
の
に
す
る　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

　

〃　

盆
が
来
て
ひ
と
と
き
過
疎
も
賑に
ぎ

や
か
に　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

〃　

盆
正
月
な
く
て
飢
え
て
た
終
戦
時　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

〃　

孫
に
手
を
引
か
れ
て
入
る
盆
踊
り　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

亡
き
母
の
つ
ぶ
や
き
を
聞
く
風
の
盆　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

　

〃　

盆
が
来
る
孫
が
来
る
で
の
大
騒
ぎ　
　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

　

〃　

ふ
る
里
が
あ
る　

盆
が
あ
る
友
が
居
る　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

　

〃　

母
の
味
揃
え
て
盆
の
帰
省
待
つ　
　
　
　
　

小
山
沢　

吉
田　

ち
よ

　

〃　

過
疎
の
里
こ
こ
も
小
さ
な
盆
踊
り　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

父
母
に
逢
う
楽
し
み
盆
の
土
産
買
う　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

方
言
が
行
き
交
う
里
の
盆
踊
り　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

　

〃　

ゆ
か
た
着
た
素
足
に
馴
染
む
お
盆
下
駄　
　

横
須
賀　

勝
見
満
里
子

秀
逸　

卸
し
た
て
の
下
駄
が
嬉
し
い
盆
迎
え　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

〃　

ま
ぼ
ろ
し
を
重
ね
合
わ
せ
て
来
る
お
盆　
　

荒
砥
乙　

梅
沢　

草
路

　

〃　

愛
憎
も
丸
い
輪
に
な
る
盆
踊
り　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

額
ぶ
ち
の
父
母
が
見
て
い
る
盆
飾
り　
　
　

松
戸
市　

佐
藤
喜
久
子

　

〃　

盆
踊
り　

里
の
遺
産
と
し
て
残
す　
　
　
　

荒
砥
甲　

菊
地　

豊
村

　

〃　

ふ
る
里
に
賑
わ
い
戻
る
盆
三
日　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

　

〃　

お
盆
ぐ
ら
い
せ
め
て
戦
火
の
止
む
よ
う
に　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

　

〃　

盆
提ち
ょ
う
ち
ん灯　

傍そ
ば

に
仏
も
居
る
よ
う
な　
　
　
　

長
野
県　

坂
本　

静
子

　

〃　

親
不
孝
詫
び
つ
つ
盆
の
墓
洗
う　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

　

〃　

秋
風
を
肌
に
感
じ
た
送
り
盆　
　
　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
不
二
子

五
客　

盆
景
に
一
条
入
れ
る
最
上
川　
　
　
　
　
　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

　

〃　

四
季
の
美
を
見
つ
め
盆
地
に
生
き
た
皺し
わ　

　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

〃　

新
盆
に
あ
の
頃
あ
の
日
語
り
合
い　
　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

盆
過
ぎ
の
静
け
さ
に
居
る
老
夫
婦　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

ま
た
盆
が
来
た
よ
と
兵
の
墓
洗
う　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

人
位　

盆
に
帰
る
子
に
縫
い
上
げ
た
ソ
バ
枕　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

地
位　

新
盆
の
父
に
聞
き
た
い
こ
と
ば
か
り　
　
　

埼
玉
県　

川
部　

隆
雄

天
位　

盆
だ
け
の
孝
行
に
来
て
墓
洗
う　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

軸　

母
乗
せ
て
三
十
年
の
茄な

子す

の
馬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
笑

注
�
町
誕
生
50
周
年
記
念
川
柳
大
会
開
催
の
た
め
�
次
回
課
題
を
�
五
十
�

　
　

に
変
更
い
た
し
ま
す
��
詳
細
は
３
ペ
�
ジ
�

次
回
課
題　

「
五
十
」
八
月
末
日
ま
で　

「
里
」
九
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

盆　
　
　
　

安
部　

美
笑　

選

　　 ぼくはお父さん

あら
と保
育園

つぶ
やき

つぶ
やき せんせい「きょうは、田んぼにお

3

　　　　米の赤ちゃん
    3 3 3 3 3 3

を植えてあ

　　　　げます。お米になるまで

　　　　お世話をして育ててあげ

　　　　ようね。」

Ｂくん「ふーん。ぼくお米のお父

　　　さんになるんだね。」

だれの責任？

せんせい「Ａくん、玄関では、靴

　　　　をそろえてね！」

Ａくん「すみません。親のしつけ

　　　がわるいもんで･･･」

く
ら
し
の
せ
ん
き
�
講
座

今
月
�
�
�
�

�
第
20
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
�
投
票
結
果
�
�
�
�
�

�

�
月
11
日
�
第
20
回
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
�
行
�
�
�
�
�
�

今
月
�
参
議
院
議
員
選
挙
�
投
票

結
果
�
�
知
�
�
�
�
�
��

◆
白
鷹
町
の
投
票
率

　

※
投
票
率
�
％
�
�
投
票
者
数
／
当
日
有
権
者
数
×
１
０
０

�

白
鷹
町
内
�
�
�
�
参
議
院
議

員
選
挙
�
投
票
率
�
県
選
出
議
員

選
挙
�
�
70
�
58
�
�
男
71
�
55
�
�

女
69
�
66
�
�
�
�
平
成
13
年
�
月

29
日
�
行
�
�
�
前
回
�
参
議
院

議
員
選
挙
�
73
�
00
�
�
�
比
�
��

�
42
�
�
�
�
低
下
�
�
�
�
�

�

山
形
県
全
体
�
�
投
票
率
�
61

�
75
�
�
男
63
�
44
�
�女
60
�
20
�
�

�
�前
回
�
�
�
�
�
39
�
�
�
�

低
下
�
�
�
�
�
�
�
�
�
県
内

44
市
町
村
�
�
�
�
白
鷹
町
�
投

票
率
�
高
�
方
�
�
17
番
目
�
順

位
�
�
�
�
�
�
�

◆
投
票
区
別
投
票
率

�

白
鷹
町
�
�
現
在
�
町
内
26
�

投
票
区
�
分
�
�
�
�
�
�
�
�

各
投
票
区
�
�
�
�
参
議
院
議
員

選
挙
�
県
選
出
議
員
選
挙
�
�
投

票
率
�
下
表
�
�
�
�
�
�
�

�

投
票
率
�
�
選
挙
�
対
�
�
関

明るい選挙の

イメージキャラクター

「選挙のめいすいくん」

心
度
�
表
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
地

域
�
�
�
�
呼
�
�
�
�
投
票
�

�
�
�
�
�

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
�

白
鷹
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

事
務
局
�
☎
85

－

６
１
２
０
�

投
票
区
名

投
票
率

第
１
投
票
区
�
東
高
玉
�

69
・
48
％

第
２　

〃　

�
西
高
玉
�

71
・
36
％

第
３　

〃　

�
西
横
田
尻
�

65
・
85
％

第
４　

〃　

�
東
横
田
尻
�

75
・
05
％

第
５　

〃　

�
山
口
�

66
・
29
％

第
６　

〃　

�
鮎
貝
�１
�
６
町
内

74
・
57
％

第
７　

〃　

�
鮎
貝
�７
�
14
町
内

66
・
80
％

第
８　

〃　

�
高
岡
�

69
・
87
％

第
９　

〃　

�
深
山
�

74
・
73
％

第
10　

〃　

�
黒
鴨
�

86
・
96
％

第
11　

〃　

�
荒
砥
市
街
部
�

66
・
81
％

第
12　

〃　

�
貝
生
・
海
生
�

74
・
31
％

第
13　

〃　

�
菖
蒲
�

85
・
22
％

第
14　

〃　

�
下
山
・
佐
野
原
�

68
・
24
％

第
15　

〃　

�
大
瀬
�

91
・
67
％

第
16　

〃　

�
十
王
�

67
・
90
％

第
17　

〃　

�
折
居
�

87
・
84
％

第
18　

〃　

�
滝
野
�

77
・
89
％

第
19　

〃　

�
萩
野
�

72
・
95
％

第
20　

〃　

�
中
山
�

67
・
09
％

第
21　

〃　

�
針
生
�

95
・
92
％

第
22　

〃　

�
浅
立
�

68
・
78
％

第
23　

〃　

�
広
野
�

72
・
84
％

第
24　

〃　

�
小
山
沢
�

69
・
93
％

第
25　

〃　

�
町
下
�

73
・
45
％

第
26　

〃　

�
杉
沢
�

79
・
72
％
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９月のパソコン講習会

▼定員　各コース20人
▼テキスト代　実費（テキスト代は各コース1500円前後）
▼会場 白鷹町総合情報センター（パワーセンター白鷹隣）
■申込・問い合わせ　白鷹町総合情報センター（☎86－0151）

介
護
者
研
修
会
�
講
演
会
��

�
案
内

　

痴
呆
症
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
痴
呆
症
へ
の
理
解

を
深
め
、
早
期
発
見
、
治
療
、
対

応
を
学
び
「
介
護
上
手
」
を
め
ざ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

８
月
29
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
45
分

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

す
こ
や
か
ホ
ー
ル

▼
内
容　

講
演
会「
痴
呆
症
を
も
っ
と
知
ろ
う
」

〜
早
期
発
見
、
上
手
な
対
応
を
め

ざ
し
て
〜

講
師　

精
神
科
医
師　

　
　
　
　
　
　
　

吉
川　

順
先
生

▼
し
め
き
り　

８
月
26
日
（
木
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課
介
護
支
援
係
（
☎
86

－

０
１

１
２
）

天
童
市
�
文
化
財
�
訪
�
�

▼
い
つ　

９
月
７
日
（
火
）
８
時

10
分
役
場
集
合

▼
行
き
先　

西
沼
田
遺
跡
、
願
行

寺
、
石
仏
寺
の
石
仏
群
な
ど

▼
参
加
費　

２
０
０
０
円
（
昼
食

代
含
む
）

▼
定
員　

25
人
（
先
着
順
。
定
員

に
な
り
次
第
し
め
き
り
）

▼
し
め
き
り　

８
月
23
日
（
月
）

▼
講
師　

天
童
市
文
化
財
保
護
審

議
会
会
長　

大
木
彬
さ
ん

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会
文
化
振
興
係
（
☎
85

－

６
１

４
６
）

県
政
�
参
加
�
�
�
�
�
�
�
�

山
形
県
新
環
境
計
画
�
関
�
�

意
見
聴
取
会

　

県
で
は
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の

新
た
な
課
題
に
対
応
し
た
山
形
県

新
環
境
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検

催　し

討
を
進
め
て
い
ま
す
。
環
境
保
全
、

リ
サ
イ
ク
ル
、
温
暖
化
対
策
な
ど

に
つ
い
て
広
く
意
見
を
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
地

域
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
の
か
た
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
い
つ　

９
月
９
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
講
堂

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

環
境
課
環
境
企
画
担
当
（
☎
０
２

３
８

－
26

－

６
０
３
５
）

国
際
�
�
�
�
�
�
�
長
井

�
�
�
�
�
�
�
�
�
大
会

　

収
益
金
は
、
地
域
の
奉
仕
活
動

に
つ
か
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
い
つ　

10
月
６
日
（
水
）
午
前

７
時
30
分
受
付
開
始

▼
ど
こ
で　

山
形
ス
プ
リ
ン
グ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

▼
募
集
人
数　

１
２
０
人

▼
参
加
費　

３
０
０
０
円
（
プ
レ

ー
費
は
各
自
負
担
）

▼
し
め
き
り　

９
月
10
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

会
長
・

鈴
木
冨
美
子（
☎
84

－

５
４
３
６
）

�
母
�
�
交
流
会
�
参
加
�
�

�
�
�
�
�

　

山
形
県
母
子
連
で
は
、
母
子
家

庭
の
お
母
さ
ん
の
交
流
会
を
開
催

し
ま
す
。
県
内
各
地
域
の
お
母
さ

期日 時間 予定の講習会 内容 受講料

９月１日（水） 午後1時～4時 Windows入門
パソコン初心者のかた向け。まず触れてみることから
初めてみませんか。

3,000円

９月３日（金）午前10時～午後5時 ワード入門
文書作成の基本を勉強します。文字入力初心者のかた
でも安心。

4,000円

９月５日（日）午前10時～午後5時 アクセス
Microsoft Accessを使用して、データベースの構築技
法を勉強します。

5,000円

９月８日（水）午前10時～午後5時 エクセル入門表作成編 表計算の基本と表の作成について勉強します。 4,000円

９月10日（金） 午後1時～5時 ワード応用 ワードの役立つ機能を紹介します。 5,000円

９月11日（土）午前10時～午後5時 ホームページ
初心者のかたでもホームページを作成公開できるよう
に勉強します。

5,000円

９月13日（月） 午後1時～5時 エクセル関数 関数を使って仕事に役立つ勉強をします。 5,000円

９月15日（水） 午後1時～4時 インターネット
世界中の色々なホームページを閲覧できるように勉強
をします。

3,000円

９月17日（金） 午後1時～4時 電子メール
電子メールで文面や情報をやり取りできるように勉強
します。

3,000円
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宅
法
の
基
準
以
下
で
、
同
居
す
る

親
族
が
い
る
か
た

＊
お
問
い
合
わ
せ
や
来
庁
さ
れ
る

場
合
は
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
所

得
が
わ
か
る
も
の
を
ご
準
備
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
用
地
係
（
☎
85

－
６
１
３
９
）

花
�
�
�
�
�
�
�
�
�

出
展
者
募
集

　

花
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
何

で
も
大
歓
迎
で
す
。
例
え
ば
、
自

宅
の
庭
で
育
て
た
花
が
増
え
す
ぎ

た
か
た
や
花
の
種
が
大
量
に
採
れ

た
か
た
、
押
し
花
を
作
っ
て
い
る

か
た
な
ど
。

▼
開
催
日　

９
月
26
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
募
集
期
間　

８
月
22
日
（
日
）

〜
９
月
19
日
（
日
） 

▼
出
展
料　

５
０
０
円
（
当
日
お

支
払
い
に
な
り
ま
す
） 

▼
出
展
数　

先
着
35
ブ
ー
ス 

▼
場
所　

山
形
県
総
合
運
動
公
園

（
天
童
市
）

＊
雨
天
の
場
合
は
、
総
合
体
育
館

２
階
通
路
に
変
更
。 

▼
出
展
条
件　

業
と
し
て
い
な
い

人
、
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と

＊
出
品
物
は
人
力
で
持
ち
運
び
が

で
き
る
程
度
の
大
き
さ
で
あ
る
こ

と
。 

▼
出
展
方
法　

出
展
者
の
代
表
名
、

参
加
人
数
、
住
所
、
電
話
番
号
、

出
展
品
目
、
必
要
ブ
ー
ス
数
を
書

い
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
は

が
き
、
ま
た
は
直
接
来
所
し
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
９
９

４

－

０
０
０
０
天
童
市
山
王
１
番

１
号　

山
形
県
総
合
運
動
公
園
公

社
（
☎
０
２
３

－

６
５
５

－

５
９

０
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３

－

６
５
５

－

５
９
０
７
、
Ｅ
メ
ー
ル

：han
asaka@

yam
agata-sportspark.

or.jp

）

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
�
危
険

物
取
扱
者
試
験
�
準
備
講
習
会

１
�
危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
試
験
日
及
び
試
験
地

・
第
３
回　

10
月
９
日
（
土
）

米
沢
工
業
高
校
ほ
か

・
第
４
回　

10
月
23
日
（
土
）

長
井
工
業
高
校
ほ
か

▼
試
験
の
種
類　

甲
種
、
乙
種

（
全
類
）、
丙
種

▼
願
書
受
付
期
間

・
第
３
回　

８
月
30
日
（
月
）
〜

９
月
８
日
（
水
）

・
第
４
回　

９
月
13
日
（
月
）

〜
22
日
（
水
）

▼
願
書
提
出
先　

〒
９
９
０

－

０

０
２
５
山
形
市
あ
こ
や
町
３

－

15

－

40
田
代
ビ
ル
２
階
（
財
）
消
防

募　集

町
営
住
宅
�
神
明
�
�
�
�
��

入
居
者
募
集

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
２

４
６
８

－

10

▼
募
集
戸
数　

１
戸
（
１
階
）

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
６
＋

４
・
５
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

月
額
１
万
６
２
０
０
円

〜
３
万
５
６
０
０
円
（
所
得
額
な

ど
に
よ
り
家
賃
が
異
な
り
ま
す
）

▼
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
し
め
き
り　

８
月
24
日
（
火
）

▼
入
居
可
能
日　

９
月
中
旬

▼
入
居
資
格　

住
宅
困
窮
者
で
、

入
居
す
る
世
帯
の
収
入
が
公
営
住

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

２
�
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講

習
会

▼
日
時
及
び
場
所

・
乙
種　

９
月
16
日
（
木
）
〜
17

日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、

西
置
賜
行
政
組
合
消
防
本
部

・
丙
種　

９
月
17
日
（
金
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
、
西
置
賜
行
政

組
合
消
防
本
部

▼
願
書
受
付
期
間　

８
月
31
日
（
火
）
ま
で

▼
そ
の
他

①
受
験
願
書
、
試
験
案
内
及
び
受

講
申
込
書
は
、
消
防
本
部
、
消
防

署
、
各
分
署
に
あ
り
ま
す
。

②
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

会
は
、
10
月
９
日
（
土
）
の
試
験

に
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
の
で
、
10

月
23
日
（
土
）
の
受
験
希
望
者
も

受
講
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
行
政
組

合
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
88

－

１

７
９
７
）、消
防
署
白
鷹
分
署
（
☎

85

－

５
２
４
２
）

�
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
�

受
講
生
募
集

　

こ
の
講
座
は
、
耳
の
不
自
由
な

か
た
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ

ポ
ー
タ
ー
（
筆
記
通
訳
者
）
を
養

成
す
る
講
座
で
す
。

▼
開
催
日　

９
月
５
日
（
日
）
〜

ん
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
先

生
の
お
話
を
聞
い
た
り
し
て
秋
の

一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
い
つ　

9
月
19
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

リ
ナ
ワ
ー
ル
ド
（
上

山
市
）

▼
参
加
費　

遊
園
地
使
用
料
は
無

料
で
す
が
、
昼
食
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　

１
５
０
人
（
定
員
に
な

り
次
第
し
め
き
り
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
事
務
局

（
☎
０
２
３

－

６
３
３

－

０
９
６

２
）

�
�
�
�
�
�
関
�
�
講
演
会

�
開
催
�
�
�

　

「
ひ
き
こ
も
り
」
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
ひ
き
こ
も
り
で
お
悩
み
の

ご
家
族
・
本
人
、
ひ
き
こ
も
り
に

関
心
を
お
持
ち
の
か
た
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
い
つ　

９
月
22
日
（
水
）
午
後

１
時
〜
２
時
45
分

▼
ど
こ
で　

南
陽
市
中
央
公
民
館

▼
内
容　

・
講
演
「
ひ
き
こ
も
り
と
ど
う
向

き
あ
う
か
」

・
講
師　

新
潟
大
学
医
学
部
教
授

後
藤
雅
博
さ
ん

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
し
め
き
り　

９
月
８
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保

健
所
地
域
保
健
予
防
課
精
神
保
健

福
祉
係
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

３

０
１
５
）
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・
福
井
豪
雨
災
害
義
援
金　

８
月
31
日
（
火
）
ま
で

■
受
付
窓
口　

健
康
福
祉
課
福
祉

係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）

国
民
年
金
関
係
�
相
談
時
間
�

延
長
�
�
�

　

社
会
保
険
事
務
所
な
ど
に
お
け

る
国
民
年
金
関
係
の
相
談
に
つ
い

て
は
、
相
談
件
数
が
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特

に
、
８
月
中
旬
に
お
い
て
は
相
談

が
集
中
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
次
の
よ
う
に
相
談
時
間
を
延

長
し
ま
す
。

▼
期
間　

８
月
16
日
（
月
）
〜
20
日
（
金
）

▼
相
談
対
応
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　

←

午
前
８
時
30
分
�
午
後
８
時

■
ど
こ
で
・
問
い
合
わ
せ　

米
沢

社
会
保
険
事
務
所
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

４
２
２
０
）

不
動
産
�
競
売
�
�
�

▼
物
件　

米
沢
市
ほ
か
の
宅
地
、

建
物
、
農
地
、
原
野
、
雑
種
地
な

ど
約
30
件

▼
物
件
明
細
書
閲
覧
期
間
と
場
所

　

９
月
１
日
（
水
）
ま
で
山
形
地

方
裁
判
所
米
沢
支
部

▼
入
札
期
間　

８
月
23
日
（
月
）

〜
９
月
１
日
（
水
）
午
後
５
時

▼
入
札
場
所　

山
形
地
方
裁
判
所

米
沢
支
部
（
郵
送
可
）

▼
開
札
日
時　

９
月
８
日
（
水
）

午
前
10
時

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
裁
判

所
米
沢
支
部
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

２
１
６
５
）

平
成
16
年
度
下
半
期
民
間
国
際

交
流
団
体
活
動
推
進
支
援
助
成

事
業
�
募
集
�
�
�
�

　

山
形
県
国
際
交
流
協
会
で
は
、

県
内
の
民
間
団
体
が
行
う
先
導
的

な
国
際
交
流
・
協
力
事
業
に
対
し
、

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
助
成
を

希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
９
月
10
日

（
金
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
助
成
額　

上
限
30
万
円

▼
対
象　

平
成
16
年
10
月
１
日
（
金
）
〜

平
成
17
年
3
月
31
日
（
木
）
の
間

に
行
う
事
業

＊
渡
航
費
の
み
の
申
請
や
個
人
が

負
担
す
べ
き
食
糧
費
、
対
象
が
会

員
な
ど
波
及
効
果
が
低
い
事
業
な

ど
の
経
費
は
対
象
外
で
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
国
際
交

流
協
会
（
☎
０
２
３

－

６
４
７

－

２
５
６
０
）

引
揚
者
�
皆
�
�
�

　

税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期

に
戦
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ

た
か
た
が
た
が
、
当
時
国
内
に
持

ち
込
む
こ
と
が
で
き
な
く
て
税
関

な
ど
に
預
け
た
通
貨
や
証
券
な
ど

を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。
お
心
当

た
り
の
か
た
は
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
返
し
す
る
通
貨
な
ど
は
次
の

も
の
で
す
。

●
終
戦
後
、
上
陸
地
の
税
関
・
海

運
局
に
預
け
た
通
貨
・
証
券
な
ど

●
外
地
の
終
結
地
に
お
い
て
総
領

事
館
な
ど
に
預
け
た
証
券
な
ど
の

う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還
さ
れ

た
も
の

■
問
い
合
わ
せ　

東
京
税
関
酒
田

税
関
支
署
山
形
出
張
所
（
☎
０
２

３

－

６
４
１

－

０
５
０
４
）

住
宅
�
�
�
�
�
資
金
融
資

　

県
で
は
、
住
宅
の
増
改
築
を
お

考
え
の
か
た
に
、
県
内
の
金
融
機

関
の
協
力
を
得
て
リ
フ
ォ
ー
ム
資

金
を
低
利
で
融
資
し
て
い
ま
す
。

▼
融
資
額　

　

10
万
円
以
上
５
０
０
万
円
以
内

▼
利
率　

固
定
金
利　

年
２
・
５

％
（
保
証
会
社
の
保
証
料
、
団
体

生
命
保
険
料
を
含
ん
で
い
ま
す
の

で
、
実
質
の
融
資
金
利
は
約
１
・

７
％
で
す
）

▼
用
途　

住
宅
の
増
改
築
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
、
水
ま
わ
り
、
耐
震

改
修
な
ど

▼
返
済
期
間　

10
年
以
内

▼
担
保　

無
担
保

▼
保
証
人　

原
則
不
要
（
借
入
条

件
に
よ
り
保
証
人
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
融
資
審
査
・
返
済
方
法　

各
金

融
機
関
の
取
り
扱
い
に
よ
り
ま
す
。

▼
主
な
要
件　

・
県
内
に
お
住
ま
い
の
か
た

・
県
内
に
本
社
の
あ
る
建
築
業
者
、

　

ま
た
は
県
内
の
建
築
技
能
者　

　

（
大
工
等
）
に
発
注
し
て
木
造

　

改
築
を
行
う
か
た

・
申
込
金
融
機
関
の
審
査
基
準
に

　

適
合
す
る
か
た

▼
申
込
先　

　

県
内
に
本
店
の
あ
る
金
融
機
関

（
農
業
協
同
組
合
は
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
土
木
部

建
築
住
宅
課
（
☎
０
２
３

－

６
３

０

－

２
６
４
１
）

おしらせ

�
新
潟
豪
雨
災
害
義
援
金
�及
�

�
福
井
豪
雨
災
害
義
援
金
��

受
�
付
�
�
�

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
梅
雨
前

線
の
活
動
に
よ
る
豪
雨
で
被
害
を

受
け
た
か
た
へ
の
義
援
金
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間

・
新
潟
豪
雨
災
害
義
援
金　

10
月
13
日
（
水
）
ま
で

12
月
19
日
（
日
）
ま
で
の
間
で
全

８
回

▼
ど
こ
で　

山
形
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

▼
対
象　

要
約
筆
記
通
訳
に
関
心

の
あ
る
か
た

▼
参
加
費　

２
０
０
０
円

＊
こ
の
講
座
は
基
礎
課
程
32
時
間

の
講
座
で
す
。
来
年
度
開
催
予
定

の
応
用
課
程
（
20
時
間
）
へ
と
続

き
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
☎
０
２

３

－

６
８
６

－

３
６
９
０
）



●16

　

８
月
上
旬
、
白
鷹
町
立
病
院
で
人

間
ド
ッ
ク
を
受
け
、
役
場
で
の
公
務

終
了
後
、
午
後
６
時
過
ぎ
に
自
宅
に

帰
っ
た
。
こ
の
町
長
随
想
の
し
め
き

り
も
せ
ま
っ
て
お
り
、
今
、
本
町
の

大
き
な
課
題
で
あ
る
「
地
域
が
自
立

で
き
る
た
め
の
産
業
振
興
」
に
つ
い

て
、
考
え
方
を
ま
と
め
よ
う
と
居
間

に
入
っ
た
ら
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
妻

の
し
た
た
め
と
一
冊
の
本
が
あ
っ
た
。

「
出
か
け
て
き
ま
す
。
Ｔ
さ
ん
か
ら
、

こ
れ
を
読
ん
で
気
持
ち
を
癒
し
て
く

だ
さ
い
と
の
こ
と
で
す
」。そ
し
て
横

に
同
人
誌
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

長
崎
県
の
小
学
校
で
、
小
学
生
で

あ
る
同
級
生
間
の
あ
の
痛
ま
し
い
事

件
が
起
き
た
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
特
別
番

組
で
小
学
高
学
年
を
対
象
に
し
た
命

に
つ
い
て
の
意
識
調
査
を
基
に
し
て

の
放
映
が
あ
っ
た
。
一
瞬
信
じ
ら
れ

ず
、
お
お
げ
さ
で
な
く
わ
が
目
を
疑

っ
た
。
調
査
に
よ
る
と
死
に
つ
い
て

の
イ
メ
ー
ジ
が
、
自
殺
、
殺
人
、
交

通
事
故
な
ど
劇
画
的
で
あ
り
、
病
気
、

別
れ
、
悲
し
み
と
い
っ
た
も
の
で
は

な
い
の
で
あ
る
。
死
の
後
に
つ
い
て

は
、
生
き
返
る
、
わ
か
ら
な
い
、
別

れ
が
各
３
分
の
１
ず
つ
で
あ
る
。
普

通
の
子
ど
も
が
本
当
に
そ
う
な
の
だ

ろ
う
か
。
自
分
た
ち
の
時
代
は
、
常

識
的
な
普
通
の
イ
メ
ー
ジ
を
誰
か
ら

教
え
ら
れ
る
で
も
な
く
、
自
然
に
備

わ
っ
て
い
っ
た
気
が
す
る
。

　

本
を
開
い
て
み
た
。
そ
の
中
に
Ｔ

さ
ん
の
作
品
が
あ
り
、
幼
か
り
し
日

の
父
母
と
の
体
験
と
思
い
を
自
叙
し

て
い
る
。
そ
の
一
文
を
そ
の
ま
ま
引

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。「
昔
ば
な
し
を

聞
く
た
び
に
い
つ
も
思
う
。
人
間
っ

て
何
歳
の
頃
ま
で
遡
っ
て
思
い
出
さ

れ
る
の
か
を
考
え
る
。
あ
れ
は
遠
い

遠
い
日
の
こ
と
。･･･

母
は
私
を
お
ん

ぶ
し
て
機
織
の
糸
の
べ
を
し
て
い
た
。

母
の
背
中
の
ぬ
く
も
り
の
中
で
、
私

は
子
供
心
な
が
ら
、〝
眠
っ
て
け
ん
な

ね
な
ぁ
〞
と
目
を
つ
む
っ
た
ら
、
母

は
そ
お
っ
と
寝
床
へ･･･

。す
る
ー
っ

と
お
ん
ぶ
紐
を
緩
め
て
こ
ろ
ん
と
寝

か
せ
、
ト
ン
ト
ン
と
叩
い
て
、
そ
お

っ
と
出
て
行
く
。
目
を
開
け
て
悪
い

な
ぁ
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
と
ろ

と
ろ
と
眠
く
な
っ
て
後
の
こ
と
は
何

も
わ
か
ら
な
い
。
こ
こ
の
処
だ
け
が

思
い
出
さ
れ
、
２
、
３
歳
の
頃
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
」。Ｔ
さ
ん
は
わ
た
し

と
同
年
で
あ
る
。

　

知
識
の
高
さ
も
大
事
だ
。
運
動
神

経
の
高
さ
も
大
事
だ
。
そ
れ
よ
り
も
、

社
会
に
生
き
る
人
間
と
し
て
も
っ
と

大
事
な
の
は
、
自
ら
が
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
強
い
心
と
他
を
い
た
わ
る
や
さ

し
い
心
を
併
せ
持
つ
こ
と
で
な
い
の

か
。

　

命
の
大
事
さ
に
つ
い
て
、
親
子
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
現
代
社
会
の
現

実
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
そ
の
あ
り

た
い
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
明
確
に

教
え
、
育
て
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
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●6月23日 ▼7月31日

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢

荒砥甲　飯　澤　吉　助　72

滝　野　小　林　宗　吉　89

荒砥甲　新　野　とめゑ　94

荒砥甲　齋　藤　よ　し　85

中　山　佐　藤　　了　　53

荒砥乙　横　山　直　二　74

山　口　佐　藤　　實　　87

荒砥甲　橋　本　治　男　74

中　山　佐　藤　フヂノ　86

萩　野　小　関　源　一　76

萩　野　大　滝　辰　夫　85

荒砥甲　菅　原　す　ゑ　94

菖　蒲　川　村　と　り　75

佐野原　竹　田　二　男　66

十　王　鈴　木　し　ん　88

高　玉　五　嶋　きみを　80

鮎　貝　黒　澤　忠　一　73
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍係にお申し出ください。
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こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

荒砥乙 梅津 政　一 彩
あや

　芽
め

美智代

荒砥乙 石井 龍　憲 彩
あや

　花
か

静　香

山　口 中川 篤　美 愛
あい

　莉
り

良　子

山　口 中川 篤　美 愛
まな

　未
み

良　子

横田尻 小澤 良　太 爽
そう

　太
た

啓　子

畔　藤 梅津 知　己 桃
もも

　華
か

美　恵

荒砥甲 橋本 　晃 菜
な な み

那美紀　子

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（布　施　道　行　　中　山
イコイ　オリヴェロス　ネミア　　フィリピン

（髙　橋　昇　歩　　横田尻
川　合　美　保　　荒砥甲

（我　妻　裕　樹　　横田尻
若　月　奈々美　　朝日町

（小　島　　忍　　　宮城県
大　木　順　子　　荒砥乙

（菅　原　正　人　　畔　藤
森　谷　倫　子　　山形市


